
社会科におけるつけたい力と学習の構想図
○学校教育目標

確かな学力をそなえ、豊かな体験をとおして、志を培う
○本校の目指す生徒像

【めざす生徒像】
「志を培い 目標を持って学習する生徒」（知）
「互いに認め合い 励まし合い 磨き合う生徒」（徳）
「自ら心身を鍛え 自己実現のために努力する生徒」（体）
○本校の研究主題

確かな学力を育む学習指導の在り方
～基礎・基本を身につけさせるための授業の改善と家庭学習の工夫をとおして～
○研究仮説

各教科、学年等の学習指導において、次のような工夫を図りながら学習を進めれば、
生徒に「確かな学力」をつけさせることができるであろう。
(1)基礎・基本とは何かを明確にする
(2)その基礎・基本をつけさせるための授業の在り方を工夫する
（授業時間帯の改善や学習規律の改善を含む）
(3)その基礎・基本をつけさせるための家庭で行う学習の在り方を工夫する

［社会科の目標］
広い視野に立って，社会に対する関心を高め，諸資料に基づいて多面的・多角的に

考察し，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め，公民としての基礎的教養を
培い，国際社会に生きる民主的，平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資
質の基礎を養う。

○本校の社会科の研究テーマ
自分自身で考え、表現する力を育てる指導法の研究

～積極的に考える場、活動づくり～

○本校の社会科の授業で育成したい資質や能力

○個の学習 ○「積極的に考える場」でつけたい力

○自己認識する力 Ⅰ 多面的に考える力
○意見発信する力 Ⅱ 広い視野に立って考える力
○計画・実行する力 Ⅲ 協調して行動する力
○評価能力 Ⅳ 相互に評価する力

↓ ↓
○自己実現する力 Ⅴ 公民的資質の基礎的な力

～核となる力～
○豊かに感じ取り、表現し、他とのコミュニケーションを行う力
○情報を活用する力
○自らの問題を見いだし解決する力
○自ら計画し実行する力

↓
○基礎的な学力・確かな学力
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